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 本研究領域は、自律的なタイミングと順番で進行する発生過程がどのよう

な計時分子機構と細胞外環境（場）で制御されているのかを、解析方法と情

報が最も蓄積している脳を対象として研究することを目的とした提案であ

る。学問領域としての新規性は高く、国際的優位性も良好であり、これまで

の研究に数理モデル構築やシミュレーションを取り入れて発展させる試み

は高く評価される。発生の時間制御機構の理解は、臓器形成の分子機構や進

化による種差の理解を深め、発生時間生物学という新たな学術領域の創成に

つながることが期待される。 
研究体制は、転写機構による細胞内在的な時間制御機構解明（A01）、細

胞の場の連携による時間制御機構（A02）、実験技術開発（A03）の３つの研

究項目で構成され、それぞれの研究領域を牽引してきた実績のある研究者が

研究領域内でバランス良く連携している。 
 領域代表者のマネジメント実績やビジョンが明確に説明されており、計画

研究が有機的な体系となるように設定されている。総括班や国際活動支援班

において若手研究者育成の支援活動が設定されており、評価できる。 
 一方で、本研究領域は「脳」に焦点を当てて発生時計と場について取り上

げているが、同様のシステムは他の臓器についても存在していると考えられ

ることから、より広がりを持った取組が期待される。 
 

 


